
帯状疱疹ワクチン ２種の比較

乾燥弱毒性水痘ワクチン シングリックス

ワクチンの種類
生ワクチン

（生きているウイルスの病原性を弱めたもの）
不活化ワクチン

（病原性をなくしたウイルスからつくったもの）

予防効果
帯状疱疹発症を５１％減少
神経痛を６７％減少

帯状疱疹発症を９０～９８％減少
神経痛を８５～１００％減少

継続期間 ５～１０年 ９年以上（新しいワクチンのため研究中）

接種方法／回数 皮下注射 筋肉注射／２回（２～６カ月間隔）

副反応 接種部位の痛み 接種部位の疼痛、発赤主張、筋肉痛、捲怠感

費用 ９０００円（税込み） ４４０００円（税込み）（１回２２０００円）

長所／短所

妊婦や免疫が低下している方は接種できない。
１回で済む
値段が安い

効果が継続する期間が短い
（５年を超えると有効性が５０％低下する）

妊婦や免疫が低下している方にも接種できる。
２回接種が必要
値段が高い

予防効果が高く、効果が継続する期間も長い


